
1 森林資源

○本県の森林面積は、平成２６年度末現在３１２，２９３ｈａとなっている。

○森林面積の推移は、昭和５５年度(1980年)から平成２年度(1990年)にかけては約２，５００ha増加しているが、   平成２年度から
平成２６年度にかけては約１，９００ha減少している。

○民有林における森林面積は、平成２６年度末現在２７３，０２３haであり、このうち人工林面積については、昭和５５年度からの３
４年間で約４，７００ha増加している。

○民有林における森林材積は、平成２６年度末現在５，８８５万ｍ3であり、昭和５５年度(２，３８２万ｍ3)と比較すると
３，５０３万ｍ3(約２．５倍)増加している。特に、人工林の材積が３４年間で２，６７４万ｍ3(約３．０倍) 増加している。 
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２　森林整備
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○平成２７年度は５７haの造林を実施している。

○造林面積は減少傾向にある。（平成２７年度実績はＳ５４年度実績の１．４％）

○平成２７年度の間伐面積は４，３６８ha実施している。

○平成２０年度より間伐の重点化を図るため、山ぎわを中心としたエリアで積極的に間
伐および間伐材の搬出に取り組んでいる。
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３　松くい虫被害状況

○平成２７年度の被害量は４，３６７㎥で、前年度(６，３６１㎥)と比較すると約３１％の減少となっている。

○松くい虫被害は昭和５９年度の４７，８５１㎥をピークに、平成１１年度は９，２６０㎥で、ピーク時の約２割
まで減少し、沈静化の傾向であったが、平成１２年度には夏期の高温少雨の影響もあり、一転して被害
が増加した。

○平成１３年度以降は暫減少傾向で推移している｡
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火災発生件数
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4　林野火災
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月別の林野火災平均発生件数  ( H23～H27） 

○ 平成２７年度の林野火災発生件数は４件で、焼失面積は０．３０haであった。

○ 平成２２年度から２６年度における本県の発生件数は、全国都道府県の年間平均発生件数より低くなっている。 （全国都道府県のH２２～H２６ 年

間平均発生件数 ３５件／年、本県の年間平均発生件数 ４件／年）

○ 月別発生件数は、４～６月および８月が多くなっている。
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5　木材需給状況
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資料：「月刊住宅着工統計」（財）建設物価調査会　　　　 　　※（　）内は在来軸組工法 
「建設統計月報」国土交通省建設調査統計課　　　　

福井県の木材統計（県産材活用課）
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県産材 外材等 スギ中丸太 スギ小丸太 ヒノキ中丸太

※小丸太φ =10～14㎝ 中丸太φ =24～28㎝ 

※外材等には、他県産材を含む

○木材（原木）の総需要は、外材が減少傾向、県産材は増減を繰り返しながら増加傾

向となっている。

○木材価格は昭和５４年をピークに減少傾向にあるが、スギ中丸太が対前年度比７％
減、小丸太が１２％減、ヒノキ中丸太は２１％減となり、丸太全体の価格は減少傾
向となっている。



６　主要特用林産物生産量の推移

　　きのこ類、木竹炭等特用林産物の生産量は、生産者の高齢化や担い手不足により減少傾向にある。
　　その中で特に「生しいたけ」については、大規模生産者の生産休止等により、平成２４年より生産量
　が減少している。

○　「生しいたけ」の生産量は、平成１８年からの１０年間で、３０２ｔから２６０ｔに減少（１４％減）している。

○　「えのきたけ」の生産量は、平成１８年から減少傾向にあったが、平成２４年から増加傾向にある。

○　「まいたけ」の生産量は、近年、約１００ｔの水準で推移している。
　　平成２７年度に奥越地域で生産施設が整備され、平成２８年４月から稼働していることから、今後、
　　生産量の増加が見込まれる。

○　「木炭」と「竹炭」の生産量は、平成１８年からの１０年間で、それぞれ８６ｔから４０ｔ（５３％減）、２９ｔ
　　から５ｔ（８３％減）に減少している。

417 
408 

373 374 
365 

295 

360 

402 

453 
444 

302 

336 
321 321 330 

351 

257 
246 

238 

260 

75 

97 
86 91 

109 104 104 102 105 105 

86 

76 
61 60 45 44 44 45 

36 40 

29 
39 37 22 22 23 

3 3 2 5 
0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

400 

450 

500 

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

( t ) 

( 年次)  

生しいたけ えのきたけ まいたけ 木炭 竹炭 



○ 平成２７年度までに、高性能林業機械は、県内に５７台導入されている。
○ 「プロセッサ」は、１１台導入されている。
○ 「ハーベスタ」は、８台導入されている。
○ 「フォワーダ」は、２６台導入されている。
○ 「スイングヤーダ」は、１１台導入されている。
○ 「その他の機械（グラップルバケット）」は、１台導入されている。
ハーベスタ　　　　：伐倒のほか枝払い、玉切り、集材、チッピング工程のうち一つ以    
                    上の工程を処理する自走式の多工程処理機械。
プロセッサ　　　　：主に土場、路上等で、全木材の枝払い、測尺玉切りを行う
                    自走式機械。
フォワーダ　　　　：短幹材を後部の荷台に積載して林道端の土場又は集積場まで集材す
                    る車両系機械。
スイングヤーダ　　：主索を用いない簡易索張り方式に対応し、かつ作業中に旋回可能 
                    なブームを装着する集材機。
                    建設用ベースマシンに集材用ウインチを搭載し、ブーム又はアー
                    ムをタワーとして使用する。
グラップルバケット：掘削作業の他、表土の切取・転圧、材を掴んでの移動・集積など        
                    複数の作業を処理できるアタッチメント。

７　高性能林業機械
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８　森林組合の状況
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（１）森林組合数の推移

○ 近年の広域合併は、昭和５９年度、平成９年度に策定した合併基本構想に基づき、合

併を推進し、平成２２年度に１１組合となり現在に至っている。

○ 作業班員数は、昭和６０年度をピークに年々減少し、平成２７年度における対平成１７

年度比は約６９％である。

○ 平成２７年度における作業班員の年齢構成は、「緑の雇用」研修事業の効果や社会的

背景等により、平成１７年度と比較すると４０～５９歳の中間層の割合が増加（４６％から

５１％）し、６０歳以上は減少（３２％から２９％）した。

【平成17年度】 【平成27年度】 

(３)作業班員の年齢構成の変化
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※数字は四捨五入で記入

幅員

林道整備

※数字は四捨五入で記入

９　林道の状況

○平成２７年度末現在の林道開設総延長は、２，１０６ｋｍとなっている。

○幅員別の林道延長を見ると、４．０ｍ幅員の延長が６９７ｋｍで最も多く、全体の約３３％となっている。次いで、
３．０ｍ幅員の延長が３７３ｋｍ、３．０ｍ未満幅員の延長が３７０ｋｍとなっている。

1,656 1,669 1,676 1,690 1,706 1,714 1,720 1,725 1,730 1,736 

387 384 384 383 375 374 373 373 372 370 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

延
長(

㎞)

年度 

林道延長の推移 

軽車道 （w=3.0m未満） 自動車道（w=3.0m以上) 

370 373 

63 

247 

697 

320 

18 17 

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

800 

3.0未満 3.0 3.5 3.6 4.0 5.0 6.0 6.5 

延
長(

㎞)

幅員 (ｍ) 

幅員別林道延長 

軽車道 

2,081 2,098 2,088 2,073 2,060 2,043 2,053 2,102 2,093 2,106 



１０　保安林

※全国の民有保安林率は平成２６年度末

○平成２７年度末の民有保安林面積は１０５，６９１haとなっている。

○保安林種別では水源かん養保安林が全体の８６．５％、災害防備のための保安林が
１０．２％、保健、風致等の保存等のための保安林が３．３％となっている。

○本県の民有保安林率は３８．７％と全国の民有保安林率（平均２９．９％）に比べ高
い。
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１１　林地開発
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○ 許可件数は年によって変動があるが、協議件数は近年増加傾向である。

○ 目的別でみると、近年、許可件数で最も多いのが「事業場用地」である。
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1件 

残土処理場 

ダム造成 

1件 

公園・運動場等 

1件 

2件 

鉄道、軌道、索道の新設又は改築 

事業場用地 

1件 



注２：Ｈ１８,１９で国の基準改正による処理を行なっているため、Ｈ１８の着手率はＨ１９にまとめている。
注１：Ｈ１７着手率の減は、Ｈ１６福井豪雨後に山地災害危険地区を見直した結果、追加箇所があったことによる

○ 山地災害危険地区着手率については、事業の計画的な復旧により、平成27年度末現在
48.3％（民有林）となっている。

１２　治山の状況
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